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◎本カタログに記載する性能は規格値ではありません。
　ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、

使用目的に適合するかご確認下さい。
　また記載内容は性能向上、仕様変更などのため断りな

く改訂することがありますので、ご了承下さい。

◎本カタログに記載する性能は規格値ではありません。ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかご確認下さい。
　また記載内容は性能向上、仕様変更などのため断りなく改訂することがありますので、ご了承下さい。

十川ゴムでは、ゴム及びプラスチック製のホース、
シート及び成形品（金型成形、押出成形等）並びに
これら関連製品の設計・開発、製造及び販売に関
するＩＳＯ（国際標準化機構）９００１の認証を取得
しております。
また、全社においてＩＳＯ１４００１の認証を取得
しております。
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柔軟性放射線遮蔽材

　放射線遮蔽について、鉛は大きな効果はあるものの人体に
有害な物質であり地球環境に対して影響を及ぼすものと
して世界的にも規制の動きがあり、食品検査機器などで
使用するにはその全面を被覆材で覆わなければならない
という難点もあります。
　建築物などでは厚い鉄筋コンクリートで覆い、しっかり
と遮蔽することはできますが、機械などへの取り付けでは
コンクリートは困難です。
　私たちは、柔軟で、加工が容易で、しっかりと遮蔽するには
当社の製造しているゴム素材がその特性を一番生かせると
考え、開発を進めてまいりました。
　当カタログではゴムシートとしての製品を掲載いたして
おりますが、ゴムパイプ・ゴムチューブの製造技術も完成して
おります。また、金型成形品、押出成形品、樹脂シートなど
各種製法及び素材への研究も進めており、様々な用途、形状
での提供に努めさせていただきます。
　用途のご提案をお待ちしております。

私たちの開発姿勢
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　放射線遮蔽ゴムシートは、放射線遮蔽効果のある硫酸バリウムを当社独自の
配合設計により高充填させることによって開発した、放射線遮蔽材です。
　従来では考えられないような量の硫酸バリウム(７０％以上：重量比)をゴム
の中に配合し、かつゴム本来のもつ柔軟性を保持することに成功しました。

ＩＮＤＥＸ

開発経緯… ……………………………………………………………………… P2

放射線の基礎知識

　 放射線と放射能… ……………………………………………………………… P3

　 放射線の種類… ………………………………………………………………… P3

　 主な放射線の透過力… ………………………………………………………… P3

　 放射線・放射能の単位…………………………………………………………… P4

　 放射線測定器の種類… ………………………………………………………… P4

　 日常生活と放射線… …………………………………………………………… P5

　 放射線被ばくによる人体への影響… ………………………………………… P6

　 放射線の影響を防ぐには… …………………………………………………… P6

　

放射線遮蔽ゴムシート 〈品番：RSL-070〉の仕様及び特長

　 用途・特長・製造可能サイズ・ゴム物性値……………………………………… P7

　 遮蔽試験及び鉛当量試験(Ｘ線、ガンマ線)…………………………………… P8

　 使用例のご紹介… ……………………………………………………………… P9

製品形状及び素材例… …………………………………………………… P10
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開発経緯

●放射線(Ｘ線やガンマ線)の透過量を一定割合低減。

●放射線によるある程度の材料劣化及び屋外使用を想定して、エチレン・プロピレンゴム主体の配合設計を行っている。

●素材が鉛フリー、ハロゲンフリーの為、環境にやさしい製品設計。

●RoHS指令対象物質不使用。

　２０１１年３月１１日の東日本大震災により福島
第一原子力発電所が緊急停止し、その後、１号機(３
月１２日)、３号機(３月１４日)の原子炉建屋で水素
爆発が起きました。そのときに建屋内の放射性物
質が原子炉建屋の屋外に放出され、震災以降、東
北地方や関東地方で平常時以上の放射線量が観
測され始めました。

　福島第一原子力発電所の事故の影響を受けた地
域では、人体への内部被ばく及び外部被ばくのリス
クをいかに低減していくかが課題となっています。
　そこで放射線の透過量を一定割合低減出来る
汎用ゴムシートの製品開発を行いました。

2011年3月11日の東日本大震災

福島第一原子力発電所の緊急停止・水素爆発

放射線の透過量を一定割合低減できるゴムシートの開発

1号機（3月12日）
3号機（3月14日）

＜課題＞
人体への内部被ばく及び外部被ばくのリスク低減

出典：経産省　原子力安全・保安院公表データ

放射性物質の放出
放出された主な放射性物質
Xe133	：約1100京Bq
I131	 ：約16京Bq
Cs137	：約1.5京Bq



アルファ（α）線
α線を止める

中性子線を
止める

水や
コンクリート

鉛や厚い
鉄の板

アルミニウム
などの薄い
金属板

紙

β線を止める を止める

ベータ（β）線

γ線
X線

ガンマ（γ）線
エックス（X）線

中性子線

出典：「元京都府保健環境研究所大気課長山川和彦」の講演資料
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放射線の基礎知識

＜放射線と放射能＞

＜放射線の種類＞

＜主な放射線の透過力＞

◇放射線：原子核が壊れる(壊変)ときなどに放出される高速の粒子と高いエネルギーを持つ電磁波(波長が
	 １億分の１ｃｍ程度以下)の総称。
◇放射能：放射線を出す性質(能力)のことで、この能力をもった物質のことを放射性物質という。

ガンマ（γ）線と同じ電磁波。原子核からでは
なくＸ線発生装置から出てくるもの。

原子核からα線やβ線が出た後のエネル
ギーが電磁波として出てくるもの。

高い運動エネルギーを有するヘリウム4（陽子2、
中性子2）が粒子として飛び出すもの。

原子核の中から高速の電子が出てくるもの。
（電子線）

原子核の中から飛び出す中性子。

電磁放射線
エックス（X）線

ガンマ（γ）線

中性子線

アルファ（α）線

ベータ（β）線

粒子線

原子核（陽子、中性子）

電子

放射線
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放射線の基礎知識

＜放射線・放射能の単位＞

◇Bq(ベクレル)	 ：

◇Gy(グレイ)	  ：

◇Sv(シーベルト)	 ：

ベクレルは、１秒間に崩壊する（放射線を出す）原子の数を表す放射能の単位。

グレイは、大量の放射線を浴びたとき、数時間～数週間以内に出る急性症状である「確
定的影響」（白血球の減少や臓器の壊死など）の推定に使われる。確定的影響は、ある放
射線量以上でしか起きない。 

シーベルトは、数年以上経ってから起きる可能性のある「確率的影響」（癌・白血病や遺
伝性影響）を推定するのに使われる。明確な確率的影響は、100ミリシーベルト前後よ
り大きい被ばくで起きるとされる。

＜放射線測定器の種類＞
◇ガイガーカウンター	 ：

◇シンチレーションカウンター	  ：

◇半導体検出器	 ：

◇ホールボディカウンター	 ：

ドイツの物理学者（ハンス・ガイガー氏とヴァルター・ミュラー氏）が発
明した、ＧＭ計数管という筒状の管を検出する部品に装備した測定器
で、これで測定する人が増えています。

シンチレーションとは「きらめき」という意味です。放射線が当たると
光を放つ物質を利用し、放射線を受けたときの光り方の違いで、さまざ
まな種類の放射線とその強さを計測できる測定器で、ガイガーカウン
ターに比べると一般的に高価です。

ゲルマニウムやシリコンの半導体に放射線が当たると内部変化するこ
とを利用した測定器で、「ポケット線量計」など個人購入可能な簡易な
ものから、高性能で公的機関が使用する高価なものがあります。

人の体から出ている放射線を測定する装置で、内部被爆の厳密な
チェックには欠かせない測定器です。

人体への影響度
（Sv）

癌などの
「確率的影響」に使用

人体やものが吸収する
エネルギー（線量）（Gy）放射能

（Bq）
白血球の減少などの

「確定的影響」の推定に使用

ガイガーカウンター シンチレーションカウンター



放射線の基礎知識
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＜日常生活と放射線＞

・ＵＮＳＣＥＡＲ２００８年報告書
・ＩＣＲＰ２００７年勧告
・日本放射線技師会医療被ばくガイドライン
・新版　生活環境放射線（国民線量の算定）
などにより、放医研が作成(2013年5月）

【ご注意】　
１） 数値は有効数字などを考慮した概数です。
２） 目盛（点線）は対数表示になっています。
　　目盛がひとつ上がる度に１０倍となります。
３） この図は、引用している情報が更新された場合
　　変更される場合があります。

【線量の単位】
各臓器・組織における吸収線量：Gy (グレイ)

放射線から臓器・組織の各部位において単位重量あたりに
どれくらいのエネルギーを受けたのかを表す物理的な量。

実効線量：mSv (ミリシーベルト)
臓器・組織の各部位で受けた線量を、がんや遺伝性影響の感受性について

重み付けをして全身で足し合わせた量で、放射線防護に用いる線量。
各部位に均等に、ガンマ線 １ Gy の吸収線量を全身に受けた場合、

実効線量で1000 mSv に相当する。

出典：独立行政法人　放射線医学総合研究所

人工放射線 自然放射線

がん治療
（治療部位のみの線量）

心臓カテーテル（皮膚線量）

原子力や放射線を取り扱う作業者の線量限度
　　　 100 mSv / 5年

　　 50 mSv / 年

ＣＴ検査／1回

胃のＸ線検診／1回

ＰＥＴ検査／1回
ICRP勧告における

管理された線源からの
一般公衆の年間線量限度
（医療被ばくを除く）

がん死亡のリスクが線量とともに
徐々に増えることが
明らかになっている

一時的脱毛
不妊

眼水晶体の白濁

造血系の機能低下

高自然放射線地域における
大地からの年間線量

0.01 mSv

0.1 mSv

１ mSv

１０ mSv

１０００ mSv

１０Gy

１Gy

１００ mSv

イラン／ラムサール
インド／ケララ、チェンナイ

東京－ニューヨーク（往復）
（高度による宇宙線の増加）

1人当たりの自然放射線
(年間約 2.1 mSv) 日本平均

胸のＸ線
集団検診／1回

歯科撮影

身の回りの放射線被ばく

宇宙から約0.3 ｍＳｖ

ラドン等の吸入
約0.48 ｍＳｖ

大地から約0.33 ｍＳｖ

食物から約0.99 ｍＳｖ

　宇宙から、大地から、また食物や大気から、私た
ちは日常生活の中で放射線を絶えず受けながら暮
らしています。自然界からの放射線を「自然放射

線」、医療で診断に使われるレントゲン撮影や、CT
スキャンなどのX線、また原子力発電所で生まれる
放射線は「人工放射線」といいます。



ミリシーベルト

10,000以上

局部被ばく 全身被ばく

凡例 部位 症　状

全身 100％の人が死亡

水晶体 水晶体混濁

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

500

100

全身 50％の人が死亡

全身 悪心、嘔吐（10％の人）

全身 末梢血中のリンパ球の減少

全身 臨床症状が確認されず

皮膚 脱毛

生殖腺 永久不妊

皮膚 紅斑
水晶体 白内障

皮膚 急性潰瘍

（注1）がんや遺伝子影響を除く確定的影響に付いて記載
（注2）一般の人の線量限度1.0m Sv/年、原子力発電所周辺の線量目標0.05 mSv/年 出典：「原子力・エネルギー」図面集

出典：「原子力・エネルギー」図面集

放射線の基礎知識
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＜放射線被ばくによる人体への影響＞

＜放射線の影響を防ぐには＞

　放射線の影響は受けた量、受けた身体の部分によって人体（健康）への影響は異なります。
一度に大量の放射線を受けた場合、以下の図のとおり白内障、脱毛、不妊、造血機能の低下、
嘔吐、皮膚の発赤などの障害やがんの発生をもたらします。

　もし大量に放射線を受ける恐れが発生したときは、少しでも放射線を受ける量を減少させることです。
放射線防護の基本は、「距離」「時間」「遮蔽」の3つです。

（線量率）=遮蔽体が厚い程低下

1. 遮蔽による防護
（線量率）=距離の二乗に反比例

2. 距離による防護
（線量）=（作業場所の線量率）×（作業時間）

3. 時間による防護
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放射線遮蔽ゴムシート〈品番：RSL-070〉の仕様及び特長

＜用途＞

＜特長＞

試験項目 測定値

常態

硬さ（タイプＡデュロメータ） 66

引張強さ（ＭＰａ） 4.66

切断時伸び（％） 350

比重（－） 2.16

老化試験
(100℃×72時間)

硬さ変化（タイプＡデュロメータ） ＋9

引張強さ変化率（％） − 8

切断時伸び変化率（％） −12

圧縮永久ひずみ試験
(100℃×24時間)

圧縮永久ひずみ（％）
25％圧縮

55

オゾン劣化試験
500ppb(50pphm)× 40℃×
20％引張ひずみ× 3000時間

き裂等異常なし

　遮蔽材料としては、鉛やタングステンを使用する
ことが有効で、特に鉛板は非常に効果的ではありま
すが、重量があり設置を簡易にできないことや、曲
面への配置や板の継ぎ目処理など設置面で色々な
配慮が必要になります。また、有害性や地球環境へ

の影響も懸念されています。そこで当社ではバリウ
ムに注目し、従来の常識では考えられないような量
の硫酸バリウムをゴムの中に配合し、かつゴム本来
の持つ柔軟性を保持することに成功しました。

◇鉛に代わるＸ線、ガンマ線遮蔽材用途
◇原子力関連設備
◇被災地・復興作業の作業現場の放射線遮蔽材
◇放射性廃棄物・除染処理関連
◇放射線医療関連機器の遮蔽用途

◇硫酸バリウム高充填配合でありながら、十分なゴム弾性を有している為、
　巻き取りやカット加工が容易です。また、折り曲げてもシートが割れることがありません。
◇素材が鉛フリー、ハロゲンフリーの為、環境にやさしい製品設計。
◇ＲｏＨＳ指令対象物質不使用。
◇厚みについては、１ｍｍ～１００ｍｍ迄の幅広い範囲が対応可能。

＜製造可能サイズ＞
厚み：	１ｍｍ～１００ｍｍ
幅　：	１,０００ｍｍ
長さ：	１ｍｍ～５ｍｍ… …………… １０ｍ迄
	 ６ｍｍ～１０ｍｍ… ………… ５ｍ迄
	 １0ｍｍ超～１００ｍｍ……… ２ｍ迄

＜ゴム物性値＞
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試験項目 測定値

遮蔽率試験
(100kV 狭い

ビーム )

ゴム厚み 3mm
透過線量率 (mGy/min) 0.367 ± 0.001

遮蔽率(％) 89.21

ゴム厚み 5mm
透過線量率 (mGy/min) 0.133 ± 0.001

遮蔽率(％) 96.09

ゴム厚み 10mm
透過線量率 (mGy/min) 0.022 ± 0.001

遮蔽率(％) 99.35

ゴム厚み 20mm
透過線量率 (mGy/min) 0.001 ± 0.001

遮蔽率(％) 99.97

ブランク 透過線量率 (mGy/min) 3.402 ± 0.003

試験項目 測定値 鉛当量（ｍｍ）

遮蔽率試験
および

鉛当量試験
( セシウム
137 線源 )

ゴム厚み 3mm
線量率(μSv/h) 7.03 ± 0.09

0.5 以下
遮蔽率(％) 3.6

ゴム厚み 5mm
線量率(μSv/h) 6.84 ± 0.06

0.5
遮蔽率(％) 6.2

ゴム厚み 10mm
線量率(μSv/h) 6.55 ± 0.07

1.0
遮蔽率(％) 10.2

ゴム厚み 20mm
線量率(μSv/h) 5.86 ± 0.06

2.3
遮蔽率(％) 19.7

試験項目 鉛当量（100kV）

鉛当量試験
（100kV 狭い

ビーム）

ゴム厚み 3mm 0.38 ± 0.02 ｍｍ Pb

ゴム厚み 5mm 0.66 ± 0.02 ｍｍ Pb

ゴム厚み 10mm 1.24 ± 0.03 ｍｍ Pb

ゴム厚み 20mm 2.44 ± 0.07 ｍｍ Pb

◇ガンマ線

※地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター試験結果による。(26依開バ第688号　平成26年11月27日)

但し、バックグラウンドの線量率は0.04±0.01μSv/h、試料のない時の線量率は、7.29±0.07μSv/hであった。
※地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター試験結果による。(26依開バ第690号　平成26年12月01日)

＜遮蔽試験及び鉛当量試験 ( Ｘ線、ガンマ線 ) ＞

Ｘ線試験方法：JIS Z 4501（Ｘ線防護用品類の鉛当量試験方法）に準ずる。

※地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター試験結果による。(26依開バ第23号　平成26年05月13日)

Ｘ線遮蔽率はブランクの透過線量率（100kV）を基準値として、
各ゴム厚み（３㎜、５㎜、１０㎜、２０㎜）の透過線量率をもとに算出した。
各ゴム厚み（３㎜、５㎜、１０㎜、２０㎜）遮蔽率（％）
＝　1 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100各ゴム厚み（3㎜、5㎜、10㎜、20㎜）透過線量率

ブランク透過線量率

放射線遮蔽ゴムシート〈品番：RSL-070〉の仕様及び特長

◇Ｘ線
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＜使用例のご紹介＞
　X線検査装置等の放射線を外部に漏らさないために
使用される放射線遮蔽シールドBOXのドア開閉部、パネ
ル継ぎ目部、BOX内部からのケーブル取出口、など硬質
遮蔽材料では遮蔽することが困難な隙間シールや曲面
シールなども、柔軟なゴム弾性を有していますので遮蔽
効果を有効に活用することができます。

ゴムシート

放射線遮蔽シールドBOX
（イメージ）

拡大
ゴムシート設置部

②ケーブル出口

①ドア開閉部の隙間

設置後

設置後

設置前

設置前

放射線遮蔽ゴムシート〈品番：RSL-070〉の仕様及び特長

開き戸の
戸当たり
（扉の枠）

開き戸（扉）
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製品形状及び素材例

各種ご用途や取付方法に対応するため、通常のゴムシートの他各種製法による
色々な製品形状及び素材研究にもチャレンジしております。

ゴムシート

ゴム金型製品（研究中）

ゴム押出品（研究中）

ゴムパイプ・ゴムチューブ

樹脂シート（研究中）
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QMS,EMS
CM017

QMS,EMS
Assessment

ISO 9001,14001
LIACA-055,-E063

◎本カタログに記載する性能は規格値ではありません。
　ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、

使用目的に適合するかご確認下さい。
　また記載内容は性能向上、仕様変更などのため断りな

く改訂することがありますので、ご了承下さい。

◎本カタログに記載する性能は規格値ではありません。ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかご確認下さい。
　また記載内容は性能向上、仕様変更などのため断りなく改訂することがありますので、ご了承下さい。

十川ゴムでは、ゴム及びプラスチック製のホース、
シート及び成形品（金型成形、押出成形等）並びに
これら関連製品の設計・開発、製造及び販売に関
するＩＳＯ（国際標準化機構）９００１の認証を取得
しております。
また、全社においてＩＳＯ１４００１の認証を取得
しております。

放射線遮蔽ゴムシート
〈品番：RSL-070〉

本　　　社
東 京 支 社
大 阪 支 社

四国出張所
名古屋支店

北陸出張所
福 岡 支 店

北九州出張所
札幌営業所
岡山営業所

1（06）6538－1261
1（03）3567－9281
1（06）6541－3651
1（0883）36－7558
1（052）582－4731
1（076）291－3521
1（092）474－6231
1（093）951－9788
1（011）785－6291
1（086）245－1144

0５５０-００１５ 大阪市西区南堀江4丁目2番5号
0１０４-００３１ 東京都中央区京橋2丁目9番10号
0５５０-００１５ 大阪市西区南堀江4丁目2番5号
0７７１-１６１２ 徳島県阿波市市場町上喜来字大門834番1
0４５０-０００３ 名古屋市中村区名駅南1丁目16番30号（東海ビル）
0９２１-８００１ 金沢市高畠3丁目1番地（高倉ビル）
0８１２-００１１ 福岡市博多区博多駅前4丁目4番23号（第3岡部ビル）
0８０２-００６２ 福岡県北九州市小倉北区片野新町2丁目6番1号
0０６５-００４１ 札幌市東区本町1条2丁目1番地1号
0７００-０９４５ 岡山市南区新保1309番3号

柔軟性放射線遮蔽材

　放射線遮蔽について、鉛は大きな効果はあるものの人体に
有害な物質であり地球環境に対して影響を及ぼすものと
して世界的にも規制の動きがあり、食品検査機器などで
使用するにはその全面を被覆材で覆わなければならない
という難点もあります。
　建築物などでは厚い鉄筋コンクリートで覆い、しっかり
と遮蔽することはできますが、機械などへの取り付けでは
コンクリートは困難です。
　私たちは、柔軟で、加工が容易で、しっかりと遮蔽するには
当社の製造しているゴム素材がその特性を一番生かせると
考え、開発を進めてまいりました。
　当カタログではゴムシートとしての製品を掲載いたして
おりますが、ゴムパイプ・ゴムチューブの製造技術も完成して
おります。また、金型成形品、押出成形品、樹脂シートなど
各種製法及び素材への研究も進めており、様々な用途、形状
での提供に努めさせていただきます。
　用途のご提案をお待ちしております。

私たちの開発姿勢


